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二
〇
一
三
年
度

ワ
デ
ィ
・
タ
ワ
ヒ
ー
ン
遺
跡

（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

杉

本

智

俊

菊

池

実

１
�
は
じ
め
に

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
杉
本
研
究
室
は
、
二
〇
一
三
年
八
月
一

四
日
（
水
）〜
九
月
四
日
（
水
）
ま
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ベ

イ
テ
ィ
ン
村
ワ
デ
ィ
・
タ
ワ
ヒ
ー
ン
谷
に
あ
る
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス

（
墓
域
）
に
お
い
て
考
古
学
的
発
掘
調
査
を
行
っ
た
（
1
）
。
こ
の
調
査

は
パ
レ
ス
チ
ナ
観
光
・
考
古
省
（M

inistry
of

T
ourism

and

A
ntiquities

）
と
の
共
同
調
査
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
別
に

報
告
す
る
同
村
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
の
調
査
と
並
行
し

て
行
わ
れ
た
。

ベ
イ
テ
ィ
ン
村
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ラ
マ
ッ
ラ
ー
の
北
東

八
キ
ロ
ほ
ど
の
所
に
位
置
し
て
お
り
、
村
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
遺

跡
が
散
在
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
（
図
１
）。
村
の
中
央
に

あ
る
テ
ル
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
は
聖
書
に
登
場
す
る
町
ベ
テ
ル
と
一
般

に
同
定
さ
れ
て
お
り
、
直
線
距
離
で
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
東

に
離
れ
た
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
宿
営

し
た
「
べ
テ
ル
の
東
」（
創
世
記
一
二
・
八
）
だ
っ
た
と
伝
承
さ

れ
て
い
る
。
村
の
南
側
に
広
が
る
ワ
デ
ィ
・
タ
ワ
ヒ
ー
ン
の
谷
底

は
農
業
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
両
側
斜
面
に
は
多
数
の
墓
が

設
け
ら
れ
て
い
た
（
2
）
。

こ
れ
ら
の
墓
の
分
布
調
査
は
、
昨
年
度
す
で
に
本
調
査
隊
が
行

い
、
五
〇
基
以
上
の
横
穴
墓
と
一
〇
基
以
上
の
竪
坑
墓
が
存
在
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
杉
本
・
間
舎
二
〇
一
三
参
照
）。
そ
の

多
く
は
す
で
に
盗
掘
さ
れ
て
い
た
が
、
本
年
度
は
そ
れ
ら
の
代
表

的
な
も
の
を
数
基
発
掘
す
る
こ
と
で
、
こ
の
地
域
の
墓
の
性
格
を

把
握
し
、
記
録
に
残
す
こ
と
を
め
ざ
し
た
。
墓
の
構
造
を
理
解
す

二
〇
一
三
年
度

ワ
デ
ィ
・
タ
ワ
ヒ
ー
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

一
一
九
（
二
四
五
）



図 1 ベイティン村の位置
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る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
残
さ
れ
て
い
る
遺
物
か
ら
墓
の
性
格
や
年

代
も
あ
る
程
度
把
握
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

調
査
区
は
、
横
穴
墓
だ
け
で
な
く
竪
坑
墓
も
集
中
的
に
確
認
さ

れ
た
西
側
斜
面
南
側
に
位
置
す
る
最
上
段
の
テ
ラ
ス
（
段
丘
）
に

設
定
し
、
竪
坑
墓
を
三
基
、
横
穴
墓
を
一
基
発
掘
し
た
（
図
２
）。

ま
た
、
昨
年
度
の
分
布
調
査
は
簡
易
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
全
般
的
な
も

の
で
あ
っ
た
が
、
本
年
度
は
調
査
区
の
周
囲
の
表
面
調
査
を
よ
り

厳
密
に
行
い
、
昨
年
度
の
分
布
図
を
改
訂
し
た
（
図
３
）。
現
状

で
は
ま
だ
調
査
が
完
了
し
て
い
な
い
墓
も
あ
る
が
、
調
査
の
で
き

た
範
囲
に
お
い
て
本
年
度
分
の
予
備
報
告
を
行
う
。

今
年
度
の
調
査
隊
の
編
成
は
、

共
同
隊
長
�
杉
本
智
俊
（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）、
Ｈ
・
タ
ハ

（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
観
光
・
考
古
省
副
大
臣
）

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
�
菊
池
実
（
東
京
基
督
教
大
学
准
教
授
）、

Ｓ
・
タ
ワ
フ
シ
ェ
（
観
光
・
考
古
省
ラ
マ
ッ
ラ
ー
、
ア
ル
�

ビ
レ
支
局
長
）、
Ｂ
・
ナ
サ
ス
ラ
（
同
局
ナ
ブ
ル
ス
支
局

長
）

遺
構
実
測
�
渡
部
展
也
（
中
部
大
学
准
教
授
）、
佐
野
真
奈
美

（
横
浜
清
風
高
等
学
校
講
師
）

遺
物
実
測
、
ト
レ
ー
ス
と
り
ま
と
め
�
渡
邉
絢
、
高
田
優
衣

（
以
上
、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
研
究
科
）

で
あ
り
、
こ
の
他
に
日
本
人
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
パ
レ
ス
チ
ナ

人
労
働
者
が
参
加
し
た
。

２
�
竪
坑
墓
の
調
査

竪
坑
墓
は
、
ワ
デ
ィ
西
側
の
丘
の
南
端
、
上
か
ら
二
段
の
段
丘

の
平
坦
面
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
、
昨
年
度
の
分
布
調
査
か
ら

知
ら
れ
て
い
た
（
図
３
参
照
）。
昨
年
度
の
調
査
で
は
、
墓
と
断

定
で
き
な
い
円
形
の
窪
地
も
含
め
、
一
七
基
が
確
認
さ
れ
た
。
し

か
し
、
本
年
度
、
墓
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
た
円
形
の
窪
地
を

い
く
つ
か
試
掘
し
て
み
た
と
こ
ろ
墓
で
な
い
も
の
も
あ
っ
た
の
で
、

そ
れ
ら
を
記
録
す
る
こ
と
は
混
乱
を
招
く
と
判
断
し
、
不
確
実
な

も
の
は
本
年
度
作
成
の
分
布
図
（
図
４
）
に
載
せ
な
い
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
昨
年
度
の
分
布
図
（
図
３
）
も
、
本
年
度
の
調
査
結

果
に
従
っ
て
改
訂
し
た
。
調
査
時
に
は
、
地
表
を
覆
っ
て
い
た
棘

の
は
え
た
下
草
を
で
き
る
限
り
除
去
し
、
岩
盤
の
上
に
堆
積
し
て

い
た
厚
さ
五
〇
セ
ン
チ
〜
一
メ
ー
ト
ル
の
表
土
を
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

で
は
ぎ
、
墓
の
確
認
を
し
や
す
く
し
た
。

結
果
的
に
、
確
実
に
竪
坑
墓
と
み
な
せ
る
も
の
は
上
部
テ
ラ
ス

で
五
基
、
下
部
テ
ラ
ス
で
六
基
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
3
）
。
個
々
の

墓
に
関
し
て
も
、
開
口
部
が
円
形
の
も
の
の
他
に
方
形
の
も
の
が

見
ら
れ
る
な
ど
、
形
状
、
規
模
、
深
さ
に
大
き
な
違
い
が
認
め
ら

二
〇
一
三
年
度

ワ
デ
ィ
・
タ
ワ
ヒ
ー
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

一
二
一
（
二
四
七
）



図 2a ワディ・タワヒーン調査区全景（谷の東側から撮影）

図 2b 調査区全景（ブルドーザーで表土をはいだ後）
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図 3 ワディ・タワヒーンにおける墓の分布（図作成：渡部展也）

二
〇
一
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ワ
デ
ィ
・
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ヒ
ー
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遺
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れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
配
置
も
あ
ま
り
整
然
と
し
て
い
る
と

は
い
え
な
か
っ
た
。

２
―
１
�
墓
１
（
Ｓ
Ｔ
１
、
図
５
）

墓
１
は
、
北
側
の
横
穴
墓
の
北
東
約
三
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に

あ
り
、
円
形
の
開
口
部
を
持
ち
、
玄
室
は
北
西
方
向
の
軸
線
に

沿
っ
て
設
け
ら
れ
て
い
た
。
竪
坑
の
開
口
部
は
、
東
西
八
五
セ

ン
チ
、
南
北
一
・
一
メ
ー
ト
ル
、
竪
坑
の
深
さ
は
、
岩
盤
が
傾

斜
し
て
い
た
た
め
、
上
部
（
西
側
）
で
七
六
セ
ン
チ
、
下
部

（
東
側
）
で
五
〇
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。

玄
室
の
入
口
は
幅
約
四
〇
セ
ン
チ
の
楕
円
形
で
、
封
を
す
る

石
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
玄
室
は
角
の
丸
く
な
っ
た
矩
形

を
し
て
お
り
、
若
干
横
長
で
、
最
大
幅
は
約
二
・
六
メ
ー
ト
ル

で
あ
っ
た
。
周
囲
の
壁
は
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
っ
て
い
た
が
、

東
側
の
奥
行
は
自
然
に
カ
ー
ブ
し
て
約
一
・
九
メ
ー
ト
ル
に
な

っ
て
い
た
。
西
側
の
奥
の
床
は
損
傷
し
、
い
く
つ
も
の
板
状
に

な
っ
た
石
灰
岩
が
露
出
し
て
い
た
。
そ
の
さ
ら
に
奥
の
床
に
は

平
石
が
は
め
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
上
部
に
直
径
約
一
〇
セ
ン

チ
の
石
が
い
く
つ
も
充
填
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
単

な
る
補
修
の
た
め
な
の
か
、
下
に
穴
な
ど
が
続
い
て
い
た
の
か

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
（
西
側
部
分
の
最
大
の
奥
行
は
、
約

図 4 調査区における墓の分布（図作成：渡部展也）
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図 5a 調査前の墓１（北東側から撮影）

図 5b 調査後の墓１（東側から撮影）
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二
・
六
メ
ー
ト
ル
）。
こ
の
石
を
外
す
と
崩
落
の
恐
れ
が
あ
っ
た
た

め
で
あ
る
。

石
灰
岩
を
掘
り
こ
ん
だ
玄
室
の
床
と
竪
坑
に
は
、
表
土
と
よ
く

似
た
赤
茶
色
の
テ
ラ
・
ロ
ッ
サ
の
土
が
流
入
し
て
い
た
。
こ
の
堆

積
層
（
ロ
ー
カ
ス
６
）
に
は
、
凝
固
し
た
部
分
と
軟
土
が
混
在
し

て
い
た
。
包
含
遺
物
の
大
半
は
、
ロ
ー
マ
時
代
の
土
器
片
だ
っ
た

が
、
あ
き
ら
か
に
鉄
器
時
代
の
も
の
と
判
断
で
き
る
土
器
片
も
数

点
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
堆
積
土
の
岩
盤
に
近
い
深
さ
か

ら
、
明
確
に
屈
曲
し
た
頸
部
と
大
き
な
平
底
を
持
つ
壺
型
土
器
や

四
葉
型
の
ラ
ン
プ
が
出
土
し
た
（
図
６
）。
こ
れ
ら
は
、
前
期
・

中
期
移
行
期
青
銅
器
時
代
（
以
下
、「
移
行
期
青
銅
器
時
代
」
と

呼
ぶ
）
に
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
副
葬
品
や
骨
は
、
ほ
と

ん
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
墓
は
盗
掘
さ
れ
て
お
り
、
堆
積
土
も
後
か
ら
の
流
入
で
あ

る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
玄
室
の
底
近
く
か
ら
移
行
期
青

銅
器
時
代
の
土
器
片
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
こ
と
は
意
義
深
い
。

竪
坑
式
の
構
造
が
移
行
期
青
銅
器
時
代
に
よ
く
知
ら
れ
た
型
式
で
、

鉄
器
時
代
や
ロ
ー
マ
時
代
に
は
あ
ま
り
一
般
的
で
な
い
こ
と
か
ら

考
え
て
、
こ
れ
ら
の
墓
は
移
行
期
青
銅
器
時
代
の
も
の
と
判
断
し

て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
ロ
ー
マ
時
代
や
鉄
器
時
代
の

土
器
片
が
堆
積
土
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
周
囲
に
そ
れ

ら
の
時
代
の
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
墓
は
、
竪
坑
墓
と
し
て
は
か
な
り
小
さ
い
部
類
に

属
す
る
。
移
行
期
青
銅
器
時
代
の
墓
は
家
族
墓
の
ほ
う
が
一
般
的

で
あ
る
が
、
個
人
墓
も
決
し
て
少
な
く
な
く
、
こ
れ
は
そ
の
例
だ

と
判
断
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

２
―
２
�
墓
２
（
Ｓ
Ｔ
６
、
図
７
）

墓
２
は
、
最
上
段
の
段
丘
が
東
端
部
分
で
一
段
落
ち
た
地
点
に

位
置
し
て
お
り
、
現
在
未
舗
装
の
道
路
の
脇
に
位
置
し
て
い
る
。

道
路
が
半
分
ほ
ど
そ
の
開
口
部
を
塞
い
で
い
た
の
で
、
未
開
封
か

と
期
待
さ
れ
た
が
、
や
は
り
盗
掘
さ
れ
て
い
た
。
周
囲
に
は
、
墓

か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
窪
地
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
が
、
そ

の
い
く
つ
か
を
試
掘
し
た
と
こ
ろ
、
そ
う
で
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
（
4
）。
他
の
も
の
に
墓
が
あ
る
可
能
性
は
残
る
が
、
現
状
で
は
墓
と

そ
う
で
な
い
も
の
を
厳
密
に
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

墓
１
と
比
べ
る
と
、
竪
坑
の
規
模
は
大
き
く
、
ほ
ぼ
円
形
の
開

口
部
は
東
西
一
・
一
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
あ
ま

り
で
あ
っ
た
。
竪
坑
の
底
は
平
ら
に
な
っ
て
お
り
、
岩
盤
の
石
灰

岩
は
板
状
に
方
解
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
底
の
東
端
部
分
は
、

半
円
形
に
窪
め
ら
れ
て
い
た
。

横
穴
の
開
口
部
は
、
竪
坑
の
西
側
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
地
表

史
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第
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三
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第
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・
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一
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二
五
二
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図 6 竪坑墓から出土した移行期青銅器時代の土器

図 7 墓 2（南側から撮影）
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面
か
ら
約
四
五
セ
ン
チ
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

入
り
口
の
幅
は
約
四
〇
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。
玄
室
の
内
部
は
、
奥

行
き
（
東
西
）
最
大
二
・
七
メ
ー
ト
ル
、
横
幅
（
南
北
）
約
四
メ

ー
ト
ル
の
卵
形
を
し
て
い
た
。
周
囲
の
壁
は
、
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち

上
が
っ
て
い
た
。

玄
室
の
床
も
岩
盤
が
掘
り
こ
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
天
井

部
は
岩
盤
が
も
ろ
く
、
相
当
箇
所
で
崩
落
が
認
め
ら
れ
た
。
内
側

に
は
、
墓
１
と
同
様
、
表
土
と
よ
く
似
た
テ
ラ
・
ロ
ッ
サ
の
土
が

流
入
し
て
お
り
、
細
か
い
人
骨
や
土
器
片
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
。

採
集
し
た
人
骨
は
、
今
後
専
門
家
に
分
析
を
依
頼
す
る
予
定
で
あ

る
。
土
器
片
は
ロ
ー
マ
時
代
の
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
が
、
鉄
器

時
代
や
移
行
期
青
銅
器
時
代
の
土
器
片
も
複
数
岩
盤
に
近
い
地
点

か
ら
出
土
し
た
。

２
―
３
�
墓
３
（
Ｓ
Ｔ
５
、
図
８
）

墓
３
は
、
北
側
の
横
穴
墓
の
東
側
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
地
点
、

墓
１
の
南
東
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
位
置
し
て
い
た
。
こ
の
墓
は
、

横
穴
墓
前
面
の
平
坦
面
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
入
れ
、
表
土
を
は
い

だ
際
に
露
出
し
た
。

開
口
部
は
、
東
西
約
一
・
七
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一
・
九
メ
ー

ト
ル
の
円
形
で
、
今
回
調
査
し
た
竪
坑
墓
の
中
で
は
最
大
で
あ
っ

た
。
竪
坑
は
、
一
・
六
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
で
平
ら
に
な
っ
た
底
に

到
達
し
た
が
、
そ
の
西
側
に
横
穴
の
開
口
部
が
あ
っ
た
。
開
口
部

の
上
端
は
、
地
表
面
か
ら
一
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
で
あ
っ
た
。

開
口
部
は
、
ほ
ぼ
正
方
形
（
約
四
〇
セ
ン
チ
四
方
、
厚
さ
約
八
セ

ン
チ
）
の
石
灰
岩
の
板
石
に
よ
っ
て
閉
じ
ら
れ
て
い
た
。
板
石
は

開
口
部
に
正
対
し
て
、
隙
間
な
く
置
か
れ
て
い
た
の
で
、
原
位
置

を
保
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
玄
室
の
内
部

は
盗
掘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
盗
掘
者
は
別
の
場
所
か
ら
こ
の
玄
室

に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
開
口
部
は
、
他
の
墓
と
比
べ
て
か
な
り
小
さ
く
（
一
八
セ

ン
チ
×
三
五
セ
ン
チ
）、
人
が
ひ
と
り
ぎ
り
ぎ
り
入
れ
る
大
き
さ

で
あ
っ
た
。
元
来
の
玄
室
へ
の
「
入
り
口
」
な
の
か
も
当
初
疑
わ

さ
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
「
入
り
口
」
は
玄
室
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、

他
に
人
が
入
れ
る
大
き
さ
の
開
口
部
は
こ
の
竪
坑
に
な
い
の
で
、

こ
れ
が
玄
室
の
入
り
口
だ
っ
た
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ

う
。調

査
の
後
半
に
な
っ
て
、
こ
の
開
口
部
の
反
対
側
に
六
六
セ
ン

チ
×
五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
窪
み
と
約
二
〇
セ
ン
チ
×
二
二
セ
ン
チ

の
穴
が
そ
の
下
か
ら
現
れ
た
。
こ
の
穴
は
、
別
の
竪
坑
墓
の
玄
室

の
天
井
部
に
通
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
人
の
出
入
り
は
不
可

能
で
あ
っ
た
。
自
然
浸
食
に
よ
る
も
の
か
、
盗
掘
用
、
開
口
部
掘

史
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図 8a 墓 3の竪坑と開口部（東側から撮影）

図 8b 墓 3の内部（左側から土砂の流入が確認できる）
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削
の
失
敗
か
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

西
側
の
入
り
口
に
続
く
玄
室
自
体
は
、
奥
行
き
三
・
三
メ
ー
ト

ル
、
最
大
幅
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
入
り
口
部
分
が
せ
ま

く
な
っ
て
お
り
、
奥
が
四
角
く
広
が
っ
て
い
る
。
床
は
、
掘
り
抜

か
れ
た
石
灰
石
の
岩
盤
で
あ
る
が
、
そ
の
上
に
は
、
他
の
発
掘
さ

れ
た
墓
と
異
な
り
、
あ
ま
り
テ
ラ
・
ロ
ッ
サ
土
壌
の
流
入
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
封
石
が
置
か
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
入
口

の
内
部
左
側
（
南
側
）
か
ら
は
、
流
入
し
た
土
砂
が
天
井
か
ら
斜

面
を
な
し
て
堆
積
し
て
お
り
（
図
８
ｂ
）、
そ
の
上
部
に
な
ん
ら

か
の
穴
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
性
格
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
。

土
砂
自
体
は
、
テ
ラ
・
ロ
ッ
サ
で
は
な
く
、
よ
り
黒
っ
ぽ
い
粘
性

の
低
い
土
で
あ
っ
た
。
土
砂
の
流
入
の
仕
方
か
ら
考
え
る
と
、
こ

の
穴
は
元
来
の
墓
の
構
造
の
一
部
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

の
点
は
来
年
度
再
調
査
を
し
て
、
確
認
し
た
い
。

玄
室
の
床
か
ら
は
、
頭
骨
一
点
、
椎
骨
一
点
な
ど
、
人
骨
の
一

部
が
検
出
さ
れ
た
が
、
全
身
骨
格
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、

土
器
な
ど
の
遺
物
も
非
常
に
少
な
か
っ
た
。

ｄ
�
小
結

以
上
の
竪
坑
墓
の
調
査
に
基
づ
く
と
、
こ
の
ワ
デ
ィ
・
タ
ワ
ヒ

ー
ン
の
西
側
斜
面
の
高
台
に
移
行
期
青
銅
器
時
代
の
竪
坑
墓
が
集

中
し
て
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の

竪
坑
墓
に
は
か
な
り
小
さ
い
も
の
や
方
形
の
竪
坑
を
持
つ
も
の
が

あ
る
の
で
、
そ
の
形
状
、
規
模
、
深
さ
の
変
化
は
大
き
い
と
言
え

る
。
ま
た
、
未
発
見
の
墓
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
現
状
で
は
あ
ま

り
整
然
と
並
ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
。

今
回
調
査
し
た
墓
で
は
、
岩
盤
が
崩
落
し
た
り
、
穴
が
開
い
た

り
し
て
い
る
箇
所
が
多
数
認
め
ら
れ
た
。
墓
１
の
西
奥
部
の
崩
落

や
墓
２
の
天
井
部
、
墓
３
の
天
井
の
穴
、
竪
坑
の
入
り
口
反
対
側

の
穴
で
あ
る
。
墓
１
と
墓
３
の
も
の
は
、
人
為
的
な
も
の
（
盗
掘

な
ど
）
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
地
域
の
石
灰

岩
の
岩
盤
が
浸
食
に
よ
っ
て
崩
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で

あ
ろ
う
。

年
代
は
、
竪
坑
墓
の
形
状
か
ら
も
土
器
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

よ
く
似
た
竪
坑
墓
は
、
比
較
的
近
く
に
位
置
す
る
ア
イ
ン
・
サ
ミ

ヤ
遺
跡
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
移
行
期
青
銅
器
時
代
の
墓
と

し
て
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
遺
物
に
関
し
て
も
、
盗
掘

を
受
け
て
い
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
後
に

流
入
し
た
堆
積
土
の
最
下
部
か
ら
明
確
に
同
時
期
の
土
器
が
複
数

確
認
さ
れ
た
の
で
、
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

今
回
、
移
行
期
青
銅
器
時
代
の
竪
坑
墓
が
こ
の
よ
う
に
集
中
的

に
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
ベ
イ
テ
ィ
ン
（
べ
テ
ル
）
の
町
の
居
住

史
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史
を
考
え
る
上
で
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
五
〇
年
以
上
前
に
テ
ル

の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
ケ
ル
ゾ
ー
は
、
テ
ル
の
北
西
部
に
あ
る
遺

構
（
第
Ⅲ
�
Ｃ
地
区
）
を
、
銅
石
器
時
代
の
「
高
き
所
」
の
上
に

造
ら
れ
た
移
行
期
青
銅
器
時
代
（
た
だ
し
、
彼
自
身
は
当
時
一
般

的
な
呼
称
で
あ
っ
た
中
期
青
銅
器
時
代
Ⅰ
期
と
い
う
用
語
を
用
い

て
い
る
（
5
）
）
の
「
高
き
所
」
で
あ
る
と
報
告
し
、
こ
の
時
代
に
は
市

壁
を
伴
う
発
達
し
た
町
が
あ
っ
た
と
し
た
（K

elso,1968
:23

）。

こ
れ
に
対
し
て
デ
ィ
ー
バ
ー
は
、
こ
の
遺
構
は
中
期
青
銅
器
時
代

Ⅲ
期
（
彼
ら
の
用
法
で
は
Ⅱ
Ｃ
期
）
の
「
門
」
の
初
期
段
階
に
過

ぎ
ず
、
移
行
期
青
銅
器
時
代
の
居
住
を
示
す
も
の
は
わ
ず
か
な
土

器
片
と
フ
リ
ン
ト
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
が
発
掘
し
た
住
居
二
基
し
か

な
い
と
指
摘
し
た
。
実
際
、
ケ
ル
ゾ
ー
の
報
告
で
は
、
移
行
期
青

銅
器
時
代
か
ら
中
期
青
銅
器
時
代
Ⅱ
期
（
�
中
期
青
銅
器
時
代
Ⅰ

期
か
ら
Ⅱ
Ｂ
期
）
の
土
器
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ー
バ

ー
は
、
ケ
ル
ゾ
ー
の
遺
構
の
解
釈
は
移
行
期
青
銅
器
時
代
を
族
長

時
代
だ
と
す
る
前
提
に
立
っ
て
お
り
、
古
い
タ
イ
プ
の
「
聖
書
考

古
学
」
の
手
法
の
典
型
だ
と
批
判
し
て
い
る
（D

ever
1971

:

464

）。
た
し
か
に
ケ
ル
ゾ
ー
の
遺
構
解
釈
に
は
無
理
が
あ
り
、
報
告
さ

れ
て
い
る
移
行
期
青
銅
器
時
代
か
ら
中
期
青
銅
器
時
代
Ⅱ
期
（
�

中
期
青
銅
器
時
代
Ⅰ
�
Ⅱ
Ｂ
）
期
の
土
器
は
少
な
い
と
言
え
る
。

し
か
し
、
今
回
の
調
査
結
果
は
、
だ
か
ら
そ
の
時
代
の
ベ
イ
テ
ィ

ン
の
居
住
は
貧
弱
だ
っ
た
と
拙
速
に
結
論
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
（
6
）
。
こ
れ
ら
の
移
行
期
青
銅
器
時
代
の
竪
坑
墓
か
ら

考
え
る
と
、
同
時
代
の
ベ
イ
テ
ィ
ン
に
は
一
定
数
の
居
住
が
あ
っ

た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
居
住
形
態
が

都
市
民
で
あ
っ
た
の
か
、
半
遊
牧
の
人
々
だ
っ
た
の
か
、
と
い
っ

た
点
に
つ
い
て
は
、
テ
ル
自
体
の
調
査
を
待
つ
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

３
�
横
穴
墓
の
調
査

今
年
度
の
調
査
区
に
は
、
移
行
期
青
銅
器
時
代
の
竪
坑
墓
群
の

背
後
の
崖
に
、
二
基
の
横
穴
墓
が
位
置
し
て
い
た
。
ワ
デ
ィ
・
タ

ワ
ヒ
ー
ン
は
石
灰
岩
の
岩
盤
が
露
出
し
た
段
丘
状
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
は
そ
の
一
番
上
の
高
さ
一
・
五
〜
二
メ
ー
ト
ル
、
幅

三
〇
メ
ー
ト
ル
の
垂
直
な
崖
に
造
ら
れ
て
い
た
。
二
基
の
横
穴
墓

は
約
五
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
を
お
い
て
同
一
の
崖
に
並
列
し
て
造
ら

れ
て
お
り
、
東
側
に
向
け
て
開
口
し
て
い
た
。

こ
の
地
点
は
、「
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
」
全
体
の
最
高
地
点
に
位
置

し
て
お
り
、
真
東
に
は
、
今
で
も
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡

を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
高
台
で
あ
る
た
め
、
南
側
に
は

エ
ル
サ
レ
ム
が
視
認
可
能
で
あ
っ
た
（
7
）
。
さ
ら
に
眼
前
に
移
行
期
青
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銅
器
時
代
の
墓
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
含
め
、
こ
の
場
所
が
特
別

な
意
味
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
横
穴

墓
は
ワ
デ
ィ
・
タ
ワ
ヒ
ー
ン
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の

点
は
今
後
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

３
―
１
�
墓
４
（
Ｒ
Ｔ
４９
、
図
９
）

調
査
区
西
側
の
段
丘
面
に
隣
接
す
る
横
穴
式
の
墳
墓
の
う
ち
、

北
側
の
規
模
の
よ
り
大
き
い
墓
を
選
択
し
て
調
査
し
た
。
残
念
な

が
ら
、
こ
の
墓
の
調
査
は
完
全
に
終
了
し
て
い
な
い
が
、
今
年
度

解
明
で
き
た
点
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

墓
の
前
の
平
坦
地
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
表

土
を
は
い
だ
が
、
墓
４
と
そ
の
隣
の
横
穴
墓
（
墓
五
）
の
前
に
は
、

盗
掘
時
の
排
土
と
思
わ
れ
る
テ
ラ
・
ロ
ッ
サ
の
堆
積
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
部
分
だ
け
（
ロ
ー
カ
ス
７
、
８
）
前
も
っ
て
け
ず
り
、

篩
を
用
い
て
遺
物
の
確
認
を
行
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
多
量
の
ロ

ー
マ
時
代
の
土
器
片
と
細
か
い
人
骨
が
確
認
さ
れ
た
が
、
部
位
を

確
認
で
き
る
大
き
さ
の
人
骨
は
な
か
っ
た
。

フ
ァ
サ
ー
ド
は
大
き
く
切
り
込
ま
れ
、
岩
屋
根
付
き
窪
地
が
手

前
に
あ
り
、
そ
の
奥
に
改
め
て
矩
形
の
入
口
が
掘
り
込
ま
れ
て
い

た
。
フ
ァ
サ
ー
ド
の
高
さ
は
約
一
・
七
五
メ
ー
ト
ル
、
横
幅
三
・
二

メ
ー
ト
ル
、
奥
行
一
・
六
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
フ
ァ
サ
ー
ド

の
落
ち
込
み
部
分
に
も
、
そ
の
東
側
の
平
坦
地
に
つ
な
が
る
テ

ラ
・
ロ
ッ
サ
が
堆
積
し
て
お
り
、
や
は
り
ロ
ー
マ
時
代
の
土
器
片

と
破
砕
さ
れ
た
人
骨
が
大
量
に
確
認
さ
れ
た
。

墓
自
体
の
入
口
は
、
縦
長
の
矩
形
（
高
さ
八
〇
セ
ン
チ
、
幅
四

四
セ
ン
チ
）
に
丁
寧
に
加
工
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
周
囲
は
一
五
セ

ン
チ
か
ら
二
〇
セ
ン
チ
幅
の
マ
ー
ジ
ン
で
平
ら
に
掘
り
込
ま
れ
て

い
た
。

墓
の
内
部
は
、
入
り
口
か
ら
約
一
・
一
メ
ー
ト
ル
落
ち
た
と
こ

ろ
に
岩
盤
を
掘
り
抜
い
た
床
が
あ
っ
た
。
入
り
口
か
ら
そ
こ
に
下

り
る
に
は
、
入
り
口
内
側
に
あ
る
横
長
に
な
っ
た
二
段
ほ
ど
の
段

差
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
少
な
く
と
も
現
状
で
は
意
図
的

に
造
ら
れ
た
階
段
の
状
態
を
保
っ
て
い
な
い
。
掘
り
下
げ
ら
れ
た

玄
室
の
床
部
分
は
奥
行
一
・
七
メ
ー
ト
ル
、
横
幅
は
、
入
り
口
側

が
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
奥
が
一
・
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
ほ
ぼ
矩
形

を
し
て
い
る
が
、
四
方
の
壁
を
見
る
と
、
途
中
で
軸
線
が
正
面
か

ら
若
干
南
向
き
に
変
え
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
、
後
述

す
る
二
段
の
ロ
ク
ル
ス
（
8
）
と
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
玄
室
自
体
は
は
る
か
に
大
き
く
、
奥
行
き
約
三
・
二
メ

ー
ト
ル
、
横
幅
約
三
・
一
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
矩
形
に
な
っ
て
い
た
。

前
述
の
床
部
分
以
外
は
、
ほ
ぼ
入
口
と
同
じ
標
高
で
左
右
と
奥
に

幅
約
一
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
棚
が
岩
盤
が
掘
り
残
さ
れ
て
い
た
。
周
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図 9a 墓 4のファサード（東側から撮影）

図 9b 墓 4の内部 （正面に 2段のロクルス、右側にロクルスの前の棚が見える）
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囲
の
壁
も
棚
の
部
分
も
崩
壊
し
て
き
て
お
り
、
丁
寧
に
整

形
さ
れ
た
跡
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
形
状
と
し
て
は
、

こ
の
地
方
の
鉄
器
時
代
に
典
型
的
な
「
四
部
屋
」
式
構
造

と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
実
際
、
覆
土
の
床
に

近
い
地
点
か
ら
ほ
ぼ
完
形
の
鉄
器
時
代
の
ラ
ン
プ
が
出
土

し
て
お
り
（
図
１０
）、
周
囲
か
ら
も
鉄
器
時
代
の
土
器
片

が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
墓
は
元
来
鉄
器
時
代
の

墓
で
あ
っ
た
も
の
が
改
変
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
（
9
）
。

こ
の
棚
の
上
の
壁
に
は
、
五
基
の
ロ
ク
ル
ス
（
遺
体
や

骨
箱
を
置
く
た
め
の
横
穴
）
が
放
射
状
に
掘
り
こ
ま
れ
て

い
た
。
ロ
ク
ル
ス
は
、
左
（
南
）
側
の
壁
に
並
列
し
て
二

本
、
右
（
北
）
側
の
壁
に
並
列
し
て
二
本
、
正
面
（
西
）

側
の
壁
に
、
上
下
に
二
本
設
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
内
、

北
側
の
一
本
は
ま
だ
未
発
掘
で
あ
り
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、

正
面
の
左
側
に
も
う
一
本
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の

点
は
ま
だ
調
査
が
終
了
し
て
い
な
い
の
で
、
確
認
が
で
き

て
い
な
い
。
完
全
に
発
掘
さ
れ
た
西
側
の
ロ
ク
ル
ス
と
北

側
手
前
の
ロ
ク
ル
ス
は
、
す
べ
て
幅
約
六
〇
セ
ン
チ
、
奥

行
き
約
二
・
二
メ
ー
ト
ル
で
、
開
口
部
は
馬
蹄
形
（
高
さ

七
〇
〜
九
八
セ
ン
チ
）
を
し
て
い
た
。
こ
の
内
、
左
手
前

側
の
ロ
ク
ル
ス
は
、
そ
の
奥
で
南
隣
の
横
穴
墓
の
ロ
ク
ル

図 10 墓 4から出土した鉄器時代のランプ
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ス
と
連
結
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
意
図

的
掘
削
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
ク
ル
ス
の
内
側
に
は
、
粘
性
の
高
い
テ
ラ
・
ロ

ッ
サ
質
の
土
砂
が
堆
積
し
て
お
り
、
発
掘
作
業
は
重
労
働
だ
っ
た
。

こ
の
堆
積
及
び
床
の
堆
積
か
ら
は
、
や
は
り
ロ
ー
マ
時
代
の
土
器

片
と
小
さ
な
人
骨
片
が
相
当
数
確
認
さ
れ
、
オ
シ
ュ
ア
リ
（
骨

箱
）
の
一
部
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
整
形
さ
れ
た
石
灰
岩
製

の
平
石
片
も
数
点
確
認
さ
れ
た
。

中
央
上
段
の
ロ
ク
ル
ス
の
開
口
部
は
、
他
の
ロ
ク
ル
ス
と
同
様
、

馬
蹄
形
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
奥
は
岩
盤
の
床
が
掘
り
下
げ
ら

れ
、「
石
棺
」
の
よ
う
な
形
状
（
二
・
一
メ
ー
ト
ル
×
五
五
セ
ン

チ
）
に
な
っ
て
い
た
。
側
面
の
壁
の
床
に
当
た
る
高
さ
に
は
段
差

が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
番
奥
に
は
石
板
状
の
蓋
（
五
〇
セ

ン
チ
×
二
六
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
二
セ
ン
チ
）
が
残
っ
て
い
た
。
石

棺
の
中
は
空
で
あ
っ
た
が
、
青
銅
製
の
鍋
の
よ
う
な
容
器
が
一
点

だ
け
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
比
較
的
近
年
の
も
の
と
思
わ
れ
、
墓

使
用
時
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の

よ
う
に
手
の
込
ん
だ
ロ
ク
ル
ス
の
造
り
方
は
珍
し
く
、
一
族
の
有

力
者
の
墓
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

中
央
下
段
の
ロ
ク
ル
ス
は
、
他
の
四
つ
の
ロ
ク
ル
ス
よ
り
一
段

低
い
位
置
、
す
な
わ
ち
玄
室
の
周
囲
を
取
り
囲
む
棚
の
正
面
の
壁

に
造
ら
れ
て
い
た
。
開
口
部
の
形
状
は
、
他
の
ロ
ク
ル
ス
の
よ
う

に
上
部
が
ア
ー
チ
状
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
よ
り
矩
形
に
近
く
、
一

部
が
崩
落
に
よ
っ
て
壊
れ
て
い
た
。
幅
は
約
四
五
セ
ン
チ
、
奥
行

き
は
二
・
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
が
、
軸
線
は
上
段
の
ロ
ク
ル
ス

よ
り
も
若
干
左
（
南
）
に
ず
れ
て
い
た
。
形
状
や
位
置
の
違
い
と

合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
掘
ら
れ
た
時
期
が
違
う
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。
ロ
ク
ル
ス
内
部
の
堆
積
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
遺
物
も
あ
ま

り
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｂ
�
小
結

墓
４
の
調
査
は
ま
だ
完
結
し
て
い
な
い
が
、
現
状
か
ら
理
解
で

き
る
こ
と
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
フ
ァ
サ
ー
ド
や
入
口
部
分
の
形
状
、
玄
室
の
周
囲
の
壁

に
ロ
ク
ル
ス
が
放
射
状
に
掘
り
こ
ま
れ
る
内
部
構
造
は
、
紀
元
一

世
紀
頃
の
エ
ル
サ
レ
ム
に
多
数
知
ら
れ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
墓
と
非
常

に
よ
く
似
て
い
る
（
10
）
。
今
後
、
類
例
と
の
比
較
や
分
布
研
究
が
必
要

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
正
面
上
段
の
ロ
ク
ル
ス
の
造
り
方
は

非
常
に
丁
寧
で
あ
り
、
か
な
り
の
有
力
者
の
墓
だ
っ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
ロ
ク
ル
ス
を
二
段
に
造
る
こ
と
自
体
は
エ
ル
サ
レ

ム
の
墓
に
も
類
例
が
あ
る
（
11
）
が
、
正
面
下
段
の
ロ
ク
ル
ス
は
、
方
向
、

位
置
、
形
状
が
す
べ
て
他
の
ロ
ク
ル
ス
と
異
な
っ
て
お
り
、
お
そ
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ら
く
後
の
時
代
に
な
っ
て
加
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
こ
の
墓
は
、
ロ
ー
マ
時
代
に
あ
る
程
度
の
期
間
、
継
続
的

に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

玄
室
の
周
囲
の
三
方
に
遺
体
が
置
け
る
大
き
さ
の
棚
が
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
鉄
器
時
代
に
特
徴
的
な
「
四
部
屋
」
式
の
構
造

を
想
起
さ
せ
る
。
実
際
、
鉄
器
時
代
の
土
器
が
墓
の
内
部
や
周
囲

か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
墓
自
体
が
崩
落
に
よ
っ
て
傷
ん
で
お
り
、
ま
た
発
掘
自

体
も
完
結
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
点
は
さ
ら
に
調
査
す
る
こ
と

と
し
た
い
。

４
�
ま
と
め

今
年
度
の
ワ
デ
ィ
・
タ
ワ
ヒ
ー
ン
の
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
お
け
る

調
査
成
果
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）
ワ
デ
ィ
・
タ
ワ
ヒ
ー
ン
西
側
段
丘
の
最
上
段
に
は
、
移
行

期
青
銅
器
時
代
の
竪
坑
墓
と
ロ
ー
マ
時
代
の
横
穴
墓
が
集

中
的
に
造
ら
れ
て
い
た
。

（
２
）
移
行
期
青
銅
器
時
代
は
、
こ
れ
ま
で
テ
ル
が
都
市
化
さ
れ

て
い
た
か
ど
う
か
が
大
い
に
議
論
さ
れ
て
き
た
時
期
で
あ

り
、
今
回
こ
の
よ
う
に
密
集
し
て
同
時
代
の
墓
の
存
在
が

示
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
議
論
に
貴
重
な
情
報
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
横
穴
墓
は
、
ロ
ー
マ
帝
政
期
初
期
の
エ
ル
サ
レ
ム
に
数
多

く
見
ら
れ
る
ロ
ク
ル
ス
を
用
い
た
形
式
の
墓
で
あ
り
、
内

部
が
造
り
直
さ
れ
る
ぐ
ら
い
の
期
間
継
続
使
用
さ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
墓
は
、
元
来
鉄
器
時
代
に
典
型
的

な
「
四
部
屋
」
式
構
造
の
墓
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の
が
、

ロ
ー
マ
時
代
に
改
変
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

も
し
移
行
期
青
銅
器
時
代
、
鉄
器
時
代
、
ロ
ー
マ
時
代
と
一
貫

し
て
こ
の
場
所
に
墓
が
作
り
続
け
ら
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
そ

れ
を
作
り
、
使
っ
た
人
々
に
は
、
何
ら
か
の
連
続
す
る
意
識
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
際
、
こ
の
場
所
が
ワ

デ
ィ
・
タ
ワ
ヒ
ー
ン
の
最
高
地
点
で
、
真
東
に
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ

テ
ィ
ン
、
南
に
エ
ル
サ
レ
ム
を
望
む
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
、

何
等
か
の
意
味
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
ロ
ー
マ
時
代

の
墓
は
こ
の
場
所
以
外
に
も
、
ワ
デ
ィ
・
タ
ワ
ヒ
ー
ン
全
体
に
広

が
っ
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
解
釈
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
年
度
の
調
査
は
、
個
々
の
墓
の
情
報
を
提
供

し
た
だ
け
で
な
く
、
こ
の
地
区
の
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
何
等
か
の
継

続
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
証
拠
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
今
年
度
ま
だ
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
部
分

の
調
査
を
完
結
し
、
近
隣
遺
跡
の
類
例
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
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こ
れ
ら
の
墓
の
性
格
を
よ
り
正
確
に
つ
か
む
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

き
た
い
。
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調
査
」

『
考
古
学
が
語
る
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
』、
二
〇
一
三
年
、
一
〇
二

―
一
〇
七
頁

杉
本
智
俊
「
ベ
イ
テ
ィ
ン
（
べ
テ
ル
）
遺
跡
に
お
け
る
考
古
学
的
調

査
の
課
題
」『
聖
書
学
論
集
』
四
六
号
、
二
〇
一
四
年
出
版
予
定

杉
本
智
俊
・
間
舎
裕
生
「
二
〇
一
二
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ

ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
一
般
調
査
」『
史
学
』
八
二

―
一
・
二
号
、
二
〇
一
年
、
一
〇
五
―
一
二
七
頁

註（
１
）
本
報
告
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

（
Ａ
）
課
題
番
号24251015

（
研
究
代
表
者
、
杉
本
智
俊
）
に
よ

る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
２
）
テ
ル
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
は
、
今
か
ら
五
〇
年
以
上
前
に
オ
ル
ブ
ラ

イ
ト
と
ケ
ル
ゾ
ー
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が

（K
elso

1968

参
照
）、
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
も
こ
の
ワ
デ

ィ
・
タ
ワ
ヒ
ー
ン
も
こ
れ
ま
で
本
格
的
に
調
査
さ
れ
た
こ
と
は
な

い
。

（
３
）
こ
の
他
、
未
確
認
な
が
ら
確
実
視
さ
れ
る
墓
が
二
〜
三
基
、
円

形
の
窪
地
が
一
〇
か
所
以
上
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
上
述
の
通

り
、
記
録
に
載
せ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
結
果
は
網
羅
的
で
な
い

こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

二
〇
一
三
年
度

ワ
デ
ィ
・
タ
ワ
ヒ
ー
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

一
三
七
（
二
六
三
）



（
４
）
地
域
住
民
の
一
人
の
男
性
が
、
一
九
九
〇
年
に
ガ
ザ
か
ら
移
住

し
た
後
、
近
辺
の
盗
掘
を
試
み
た
こ
と
、
ま
た
、
付
近
に
未
発
掘

の
墓
が
あ
る
こ
と
を
証
言
し
た
が
、
こ
の
点
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。

（
５
）
ケ
ル
ゾ
ー
も
デ
ィ
ー
バ
ー
も
、
当
時
の
呼
称
に
基
づ
い
て
「
移

行
期
青
銅
器
時
代
」
の
こ
と
を
「
中
期
青
銅
器
時
代
Ⅰ
期
」
と
呼

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
現
在
は
中
期
青
銅
器
時
代
Ⅰ
期
を
移
行
期

青
銅
器
時
代
、
Ⅱ
Ａ
期
を
中
期
青
銅
器
時
代
Ⅰ
期
、
Ⅱ
Ｂ
期
を
Ⅱ

期
、
Ⅱ
Ｃ
期
を
Ⅲ
期
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
く
、
本
論
も
そ
れ
に
従
っ

て
い
る
。

（
６
）
逆
に
デ
ィ
ー
バ
ー
は
、「
聖
書
考
古
学
」
を
批
判
す
る
思
い
が

強
す
ぎ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
族
長
物
語
に
何
等
か
の
歴
史
的
核

を
認
め
る
研
究
者
は
、
現
在
で
は
む
し
ろ
中
期
青
銅
器
時
代
Ⅱ
期

（
�
Ⅱ
Ｂ
期
）
に
年
代
づ
け
る
傾
向
が
あ
る
（
た
と
え
ば
、M

cC
ar-

ter
1999

:8−9
;

マ
ザ
ー
ル2003
:146

）
の
で
、
ケ
ル
ゾ
ー
の
主

張
自
体
無
意
味
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
特
定
の
型
式

の
土
器
の
多
少
だ
け
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
居
住
の

大
き
さ
を
量
ろ
う
と
す
る
研
究
（
例
え
ば
、D

ever
1968

;Finkel-
stein

et
al.2009

）
は
、
方
法
論
的
に
危
う
い
も
の
を
持
っ
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
（
杉
本
、
二
〇
一
四
出
版
予

定
参
照
）。

（
７
）
裏
側
（
西
側
）
か
ら
は
、
現
在
の
ラ
マ
ッ
ラ
ー
の
町
も
見
え
る
。

（
８
）
複
数
形
は
ロ
ク
ラ
イ
だ
が
、
こ
こ
で
は
す
べ
て
単
数
形
で
記
す
。

へ
ブ
ル
語
で
は
、
コ
ッ
ク
（
単
数
形
）、
コ
ヒ
ム
（
複
数
形
）
と
呼

ぶ
。

（
９
）
た
だ
し
、
エ
ル
サ
レ
ム
周
辺
で
知
ら
れ
る
ロ
ー
マ
時
代
の
ロ
ク

ル
ス
を
伴
う
墓
に
も
、
同
様
の
棚
を
持
つ
例
は
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
の
点
は
、
要
検
討
で
あ
る

（
１０
）
ス
コ
プ
ス
山
西
斜
面
、
レ
ハ
ヴ
ィ
ア
、
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
、
ア
ケ

ル
ダ
マ
の
墓
な
ど
を
参
照
（A

.K
loner

and
B

.Zissu,“Jerusa-
lem

:T
he

N
ecropolis

of
the

Second
T

em
ple

Period
,”

E
.

Stern,
ed.

T
he

N
ew

E
ncyclopedia

of
A

rchaeological
E

xcava-
tions

in
the

H
oly

Land
,

vol.
5

Supplem
entary

volum
e,

（Je-
rusalem

:2008

）,1822−1824

所
収
が
全
体
像
を
概
観
し
て
い

る
）。

（
１１
）
た
と
え
ば
、
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
の
墓
で
も
ロ
ク
ル
ス
が
二
段
に
並

ん
だ
大
き
な
墓
室
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
中
央
の
も
の

だ
け
で
な
く
、
全
体
が
二
段
に
な
っ
て
い
る
。

史

学

第
八
三
巻

第
二
・
三
号

一
三
八
（
二
六
四
）


